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罫
 合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議
 開
催
報
告

罫
 高
専
単
組
代
表
者
会
議
 開
催
報
告

罫
 「
団
体
交
渉
の
手
引
き
」を
作
成
し
ま
し
た

罫
 全
大
教
東
北
地
区
協
議
会
職
種
別
懇
談
会

茎
 論
壇「
国
立
大
学
、ど
こ
に
出
口
を
見
つ
け
る
か
」

　
　
筑
波
大
学
特
命
教
授
、東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 金
子
 元
久

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
技
術
職
員
部
」

　
　
　
　
　
　
　
部
長
　
佐
藤
 和
昭（
山
形
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

　
猿
 九
州
工
業
大
学「
教
職
員
組
合
の
存
在
と
は
」

　
猿
 徳
山
工
業
高
専「
組
合
員
一
体
で

　
　
　
 繁
忙
感
の
少
な
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
国
立
大
学
の
運
営
費
交
付
金

は
2
0
1
6
年
度
こ
そ
前
年
度

同
額
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
連
年
の
削
減
と
基

盤
的
経
費
の
競
争
資
金
化
、
そ

し
て
今
後
の
見
通
し
が
良
く
な

い
な
ど
を
反
映
し
、
各
国
立
大

学
法
人
で
の
教
員
人
件
費
削
減

が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
8
月
に
は
北
海
道
大
学
に
お

い
て
、
5
年
間
で
約
　
％
、
教

15

授
の
人
数
に
す
る
と
2
0
0
人

を
超
え
る
人
員
削
減
の
案
が
し

め
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
大
学
に

お
い
て
も
2
0
1
5
年
　
月
に

11

大
規
模
な
削
減
計
画
が
出
さ

れ
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
全
大
教
で
は
　
月
に
、
緊
急

10

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
は
、
す
で
に
部
局
単
位

等
で
、
定
年
後
ポ
ス
ト
を
一
定

期
間
不
補
充
と
す
る
等
の
措
置

を
取
っ
て
実
質
的
に
教
員
数
を

削
減
し
て
き
て
い
る
実
態
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

第
3
期
中
期
目
標
期
間
（
2
0

1
6
年
～
2
0
2
1
年
）
に
入

り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規
模

な
教
員
人
件
費
抑
制
策
を
打
ち

出
す
大
学
が
多
数
に
上
っ
て
い

ま
す
。
高
専
で
も
定
年
退
職
後

の
1
年
不
補
充
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
並
行
し
て
、
年
俸
制

の
導
入
の
拡
大
 、非
常
勤
講
師

の
抑
制
な
ど
、
教
員
の
身
分
や

待
遇
の
不
安
定
化
と
労
働
強
化

に
つ
な
が
る
施
策
が
全
国
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
全
大
教
は
、　
月
か
ら
　
月

10

11

の
合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会

議
で
実
態
を
交
流
し
た
上
で
、

　
月
9
日
に
実
施
し
た
国
公
労

11連
等
と
共
同
の
財
務
省
へ
の
要

請
に
お
い
て
、
運
営
費
交
付
金

の
削
減
が
教
育
研
究
に
多
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
、

調
査
を
も
と
に
具
体
的
な
事
例

を
突
き
つ
け
、
運
営
費
交
付
金

の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。
今
後

も
、
教
育
・
研
究
の
質
に
直
結

す
る
教
員
人
件
費
の
充
実
が
で

き
る
よ
う
、
運
営
費
交
付
金
、

中
で
も
基
盤
的
経
費
の
充
実
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

71人が参加（11月5日～6日、於：神戸大学医学部附属病院）

っ
た
と
し
て
も
、そ
れ
を
自
分

自
身
で
主
張
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」な
ど
の
話
し
が
あ

り
、組
合
が
抱
え
る
年
休
未
消

化
問
題
や
賃
金
未
払
い
問
題

解
決
の
道
し
る
べ
と
な
り
ま

し
た
。

　
分
科
会
は
、「
安
全
・
安
心

の
医
療
を
め
ざ
し
て
、教
職
員

の
労
働
条
件
改
善
 ―
 看
護
師

を
中
心
に
 ―
 」「
安
全
・
安
心

の
医
療
を
め
ざ
し
て
、教
職
員

の
労
働
条
件
改
善
」「
魅
力
あ

る
組
合
と
組
織
づ
く
り
」に
加

え
、今
年
度
は
神
戸
大
学
か
ら

強
い
要
望
も
あ
り
、「
保
育
所

問
題
　
子
育
て
し
な
が
ら
、働

き
続
け
る
た
め
に
 ―
 次
世
代

育
成
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
 

―
 」
を
再
開
し
ま
し
た
。
名

古
屋
大
学
及
び
京
都
大
学
関

連
の
保
育
所
関
係
者
も
交
え

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
労
働
環
境
づ
く

り
の
た
め
の
情
報
共
有
の
機

会
と
し
て
、今
年
も
全
国
の
仲

間
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
病
院
協
議
会
幹
事

　
　
 　
　
　
　
　
 高
田
 学
）

れ
ま
し
た
。　
大
学
　
人
が
参

13

71

加
し
、「
安
全
・
安
心
な
医
療
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

大
学
病
院
を
」を
テ
ー
マ
と
し

ま
し
た
。

　
冒
頭
の
神
戸
大
学
教
職
員

組
合
 米
谷
委
員
長
挨
拶
で

は
、「
労
働
も
研
究
と
同
じ
よ

う
に
、条
件
が
変
わ
れ
ば
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
も
変
わ
る
。労
働
条

件
を
改
悪
し
て
、良
い
結
果
は

得
ら
れ
な
い
。
」
と
話
さ
れ
、

組
合
活
動
の
必
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演「
医
療
労
働
者
の

長
時
間
労
働
の
改
善
に
向
け

て
―
看
護
師
過
労
死
裁
判
に

学
び
労
働
時
間
規
制
の
基
礎

を
知
っ
て
活
用
し
よ
う
―
」の

講
師
と
し
て
、全
大
教
顧
問
弁

護
団
の
早
田
由
布
子
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。「
法
律
が
あ

　
2
0
1
6
年
　
月
5
日
～

11

6
日
、神
戸
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
て
医
大
懇
が
開
催
さ


